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学会等における活動(役職等)
日本水産学会評誠委員(1996、現在至る)
日本水産学会学会賞推薦委員会委貝(1998-2001)
水産海洋学会幹亊住998-2001)
日本水産学会環境保全委員会委員(1998-2002)
H本水産増殖学会評議貝(1999-2006)
日本水産学会評議員(2000-2002)
日本水産学会理出(2000-2002)
日本水産学会学会賞選考委員会委呉(2001-2003)
学術振興会科学研究費委貝会(2002-2002)
学術振興会科学研究費委員会(20船、2003)
学術振興会科学研究豐委員会(2004-2004)
学術振興会科学研究豐委員会(2005-2005)
学術振興会科学研究贄委員会(2006-2006)
学術振興会科学研究費委員会(2007-2007)
大学評価・学位授与機構学位密査会水産学専門委員会く2004、現在至る)
社会における活動
水産庁(国)全国沿岸i魚業振興開発協会,
特定魚種漁場整備開発嗣査(ハタハタ)検剖委貝会委員(1994-1997)
水産資源保護協会(その他)水産資源保護啓蒙研究活動推進委員会委員仕996、現在至る)
宮城県く地方公共団休)水産振興ビジョン策定懇談会委員(1997、1998)
かき研究所(その他)評議委員会委員(1998-2001)
岩手県(地方公共団体)公共亊業評価委貝会委員(1998-2000)
水産庁(国)全国沿岸i魚業振興開発恊会磯焼け診断指針作成委員会検討委貝(1999-2002)
宮城県(地方公共団体)産業振興審議会委員・水産林業部会長(2000、現在至る)
日本水産資源保護協会(その他)中部国際空港藻場造成検討委員会委貝(2000-2005)
鳥取県(地方公共団体)磯場再生技術開発検討会委員(2000-2004)
環境科学技術研究所(その他)陸・水圈生態系検副委員会委員(2000-2001)
秋田県(地力公共団体)沿岸懇談会委貝(20侃.2003)
秋田県試験研究開発評価委員委員会(20侃.2007)
和歌山県 a也力公共団体)海面養殖ゼロエミッション推進刈策調査亊業総合検討会委貝
(20侃、2003)
熊本県(地方公共団体)海面養殖ゼロエミッション推進対策訓査*業総合検討会委貝
(2002、2004)
長崎県 U地力公共団体)長崎海の森づくり技術開発検討会委員(20船、2007)
大分県(地力公共団体)海面養殖ゼロエミッション推進対策詞査事業総合検討会委員
(2004-2005)
静岡県 a也方公共団体)榛南地区磯焼け原因調査検討委員会委員(2004-2005)
水産庁(国)養殖水産物プランド・ニッポン推進対策委託事業総合検討会委員
熊本県(地方公共団体)複合養殖検討会検討委員(2006-2007)
長崎県水産部(地方公共団体)長崎県水産人材バンク専門家(20俳、現在至る)
(2005-2007)

1.著書・編書(共著書等含む)
1.農林水産研究文献解題一水産増養殖編
谷口和也(共著),1986年3月,農林統計協会
2.海洋牧場ーマリーンランチング計画
谷口和'也(共著),1989年4月广恒星社厚生閣
業 ι二1二可貝
3.豊かな日本の生物環境資源
谷口和也(共著),1991年2月,農山1魚、村文化協会
目
4.地球環境シンポジウムー磯焼けの現況と課題
谷口和也(共著),19鮖年3月,エコニクス
録
5.食品図鑑
谷口和也(共著).1996年Ⅱ月,女子栄養大学出版部
6. SUNival strategies in ear]y life stages of maTine resources
Kazuya Taniguchi(coauthor),1996, A.A.Balkema publishers
フ.五訂食品成分表(新規食品編)
谷口和也(共著),1997年7月,女子栄養大学出版部
1
8.磯焼けを海中林ヘ一岩礁生態系の世界
谷口和也著,1998年8月,裳華房
9.沿岸の環境圏
谷口和也(共著),1998年8月,フジ・テクノシステム
10.磯焼けの機構と藻場修復
谷口和也編著,1999年4月ご恒星社厚生閣
11.地球環境ハンドブック
谷口和也(共著),2002年10月,朝倉書店
12.磯焼けを海中林ヘ一岩礁生態系の世界(韓国語版)
谷口和也著,2002年■清文閣
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水 産 業 に お け る 水 圈 環 境 保 全 と 修 復 機 能
谷 口 和 也 編 著 , 2 0 0 2 年 Ⅱ 月 ご 恒 星 社 厚 生 閣
ケ ン ブ リ ッ ジ 世 界 の 食 物 史 大 百 科 事 典 2 一 主 要 植 物
物 一
谷 日 和 也 ( 共 著 ) , 2 0 0 4 年 9 月 , 朝 倉 書 店
水 産 増 養 殖 シ ス テ ム 貝 類 ・ 甲 殻 類 ・ ウ ニ 類 ・ 藻 類
谷 口 和 也 ( 共 著 ) , 2 0 0 5 年 1 0 月 , 恒 星 社 厚 生 閣
五 訂 増 補 日 本 食 品 標 準 成 分 表 準 拠 食 品 図 鑑
谷 口 和 也 ( 共 著 ) , 2 0 0 6 年 4 月 , 女 子 栄 養 大 学 出 版 部
消 え る 日 本 の 自 然
谷 口 和 也 ( 共 著 ) , 2 0 0 8 年 9 月 ご 恒 星 社 厚 生 閣
磯 焼 け の 科 学 と 修 複 技 術
谷 口 和 也 編 著 , 2 0 0 8 年 1 0 月 , 恒 星 社 厚 生 閣
1 4
1 5
1 6
1 7 .
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研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 ・ 共 同 執 筆 )
1 .  p h y t o s o c i 0 1 0 g i c a l  s t u d y  o f  t h e  i n t e r t i d a l  m a r i n e  a l g a e  Ⅱ . t h e  a l g a l  c o m m u n i t i e s
O n  t h e  v e r t i c a l s u b s t r a t u m  f a c e s  o n  s e v e r a l  d i r e c t i o n s
Y  s a i t o ,  K .  T a n i g u c h i ,  S .  A t o b e  a n d  s .  N a g a n a w a ,  J a p a n e s e  J o u r n a ]  o f  E C 0 1 0 g y , 2 0 ,
2 3 0 - 2 3 2 , 1 9 7 1
2 . 紅 藻 イ ギ ス 目 植 物 3 種 の 胞 子 発 生
谷 口 和 也 , 北 大 水 産 粂 報 2 3 , 1 2 7 - 1 3 4 , 1 9 7 2
3 . 佐 渡 南 東 岸 に お け る 漸 深 帯 海 藻 群 落 一 特 に イ シ モ ズ ク 及 び モ ク 類 の 分 布 と 底
質 の 安 定 性 と の 関 係
谷 口 和 也 ・ 大 久 保 久 直 , 日 本 海 区 水 産 研 究 所 研 究 報 告 2 6 , 5 7 - 6 6 , 1 9 7 5
4 . 能 登 半 島 飯 田 湾 の 漸 深 帯 に お け る 海 藻 群 落
山 田 悦 正 ・ 谷 口 和 也 , 石 川 県 水 産 試 験 場 研 究 報 告 2 , 3 3 - 4 0 , 1 9 7 フ
5 . 能 登 飯 田 湾 の 漸 深 帯 に お け る 褐 藻 ヤ ツ マ タ モ ク と ノ コ ギ リ モ ク の 生 態
谷 口 和 也 ・ 山 田 悦 正 , 日 本 海 区 水 産 研 究 所 報 告 2 9 , 2 3 9 - 2 5 3 , 1 9 7 8
6 . 能 登 飯 田 湾 に お け る ア マ モ と そ の 他 海 産 顕 花 植 物 の 垂 直 分 布 と 生 活 史
谷 口 和 也 ・ 山 田 悦 正 , 日 本 海 区 水 産 研 究 所 邦 告 3 0 , 1 1 1 - 1 2 2 , 1 9 7 9
栽 培 植 物 と 飼 養 動
フ.岩手県宮古沿岸の海藻
谷口和也・鬼頭均・秋山和夫,東北区水産研究所研究報告41,141-148,1979
8.ワカメの形態変異について1.宮城県松島湾産ワカメ2型の生長と形態
谷口和也・鬼頭均・秋山和夫,東北区水産研究所研究報告42,1-9,1981
9.ワカメの形態変異についてⅡ.松島湾産2型を母藻とする養殖個体の形態比
較
鬼頭均・谷口和也・秋山和夫,東北区水産研究所研究報告42,Ⅱ・18,1981
10.アラメ配偶体の生長及び成熟に対する水温と光条件
谷口和也・秋山和夫,東北区水産研究所研究報告45,55-59,1982
Ⅱ.潮問帯に設置したコンクリート面上の海藻群落
谷口和也,東北区水産研究莎研究報告44,61-65,1982
12.アラメの生態と海中林造成
谷日和也,水産士木20,83-85,1983
13.褐藻アラメの年齢と生長
谷口和也・加藤史彦,東北区水産研究砂而牙究報告46,15-19,1984
14. Lists ofmarine algae 丘om the ogatsu coast ofMiya即 Prefecture
Kazuya Taniguchi, MotoyukiHara, YO・ichisato, Yutaka osada and Hiroaki
Suenaga, The BUⅡetin of Tohoku Regiona】 Fisheries Research Laboratory 47,
11-20,1985
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15.海藻生産と海況
谷口和也,水産海洋研究会幸閉0,174-178,1986
16.常磐沿岸におけるアラメ群落の変動特性
谷口和也・佐藤美智男・大和田淳,東北区水産研究所研究報告48,49-57,
1986
17.牡鹿半島沿岸におけるアラメ群落の構造
谷口和也・佐藤陽一・長田穣・末長浩章,東北区水産研究所研究報告49,
103-109,1987
18. spatane・type dite印enes with bi010gical activity 丘om the bTown alga Dil0つh那
0え41π1ιアα1
Kazuya Kura始, Minoru suzuki, Kazunari shiraishi and Kazuya Taniguchi,
Phytochemistry,27,1321-1324,1988
41 9 . ア ラ メ 群 落 の 形 成 と 維 持
谷 口 和 也 , 東 京 大 学 大 槌 侶 尉 毎 研 究 セ ン タ ー 報 告 1 3 , 5 5 - 5 7 , 1 9 8 8
2 0 . ア ラ メ 群 落 に お け る 年 級 群 組 成 の 変 動
谷 口 和 也 ・ 鬼 頭 均 、 日 本 水 産 学 会 i 志 5 4 , 1 5 器 、 1 5 8 8 , 1 9 8 8
2 1 .  A  n e w  f e e d i n g ・ d e t e r r e n t  d i t e r p e n o i d  f r o m  t h e  b r o w n  a l g a  D i l 0 つ h 1 ι S  o h α 抗 記 ? ' α 1
D a w s o n
K a z u y a  K u r a ね ,  K a z u n a r i  s h i r a i s h i ,  T o r u  T a k a t o ,  K a z u y a  T a n i g u c h i  a n d  M i n o r u
S u z u k i ,  c h e m i s t r y  L e t t e r s , 1 6 2 9 - 1 6 3 2 , 1 9 8 8
2 2 、 松 島 湾 に お け る ア カ モ ク 群 落 の 周 年 変 化 と 生 産 力
谷 口 和 也 ・ 山 田 秀 秋 , 東 北 区 水 産 研 究 所 研 究 報 告 5 0 , 5 9 - 6 5 , 1 9 8 8
2 3 . 褐 藻 フ ク リ ン ア ミ ジ の メ タ ノ ー ル 抽 出 物 に 含 ま れ る エ ゾ ア ワ ビ 被 面 子 幼 生 の
着 底 , 変 態 阻 害 物 質 と そ の 作 用
谷 口 和 也 ・ 白 石 一 成 ・ 蔵 多 一 哉 ・ 鈴 木 稔 , 日 本 水 産 学 会 誌 5 5 , 1 1 3 3 - 1 1 3 7 ,
1 9 8 9
2 4 .  E c l d o n i a l a c t o n e ・ A  a n d  ・ B ,  t w o  u n u s u a l  m e t a b o l i t e s  f r o m  t h e  b r o w n  a l g 且 三 ι h l 0 π 1 α
S h 0 π が ι r a  o k a m u T a
K a z u y a  K u r a t a ,  K a z u y a  T a n i g u c h i ,  K a z u n a r i  s h i r a i s h i ,  N 3 0 k i  H a y a m a , 1 S a o
T a n a 1 侃  a n d  M i n o r u  s u z u k i ,  c h e m i s t r y  L e 杜 e r s , 2 6 7 - 2 7 0 , 1 9 8 9
2 5 . ア ラ メ 造 成 林 に お け る エ ゾ ア ワ ビ H a π ' o h s d i S 解 S h α π π α i の 生 産 性
浅 野 昌 充 ・ 菊 地 省 吾 ・ 1 _ 1 」 田 秀 秋 ・ 谷 ロ チ ロ 也 , 東 北 区 水 産 研 究 所 研 究 報 告 5 1 ,
1 5 7 - 1 6 6 , 1 9 8 9
2 6 .  s t r u c t u r e s  o f  s e c o s p a ね n e ・ t y p e  d i t e 印 e n e s  w i t h  f e e d i n g ・ d e t e r r e n t  a c t i v i t y  丘 o m
t h e  b T o w n  a l g a D i l o p h 1 ι S  O / こ α 1 π 従 少 α 1
K a z u y a  K u r a ね ,  K a z u y a  T a n i g u c h i ,  K a z u n a r i  s h i r a i s h i  a n d  M i n o r u  s u z u k i ,
T e t r a h e d r o n  l e t t e r s , 3 0 , 1 5 6 7 - 1 5 7 0 , 1 9 8 9
2 7 . ク ロ メ の 幼 芽 胞 体 内 に 於 け る 核 分 裂
籔 煕 ・ 谷 口 和 也 , 北 海 道 大 学 水 産 学 書 師 升 究 粂 級 4 1 , 5 7 - 6 0 , 1 9 9 0
2 8 . ア ラ メ 群 落 の 後 継 群 形 成 に 及 ぼ す 間 引 き 効 果
谷 口 和 也 , 日 本 水 産 学 会 誌 5 6 , 5 9 5 - 5 9 7 , 1 9 9 0
2 9 . 牡 鹿 半 島 沿 岸 に お け る ア ラ メ 群 落 の 更 新 過 程
谷 口 和 也 , 東 北 区 水 産 研 究 所 研 究 報 告 5 2 , 9 - 1 2 , 1 9 9 0
30.褐藻フクリンアミジのメタノール抽出物によるアワビ稚貝の行動規制
白石一成・谷口和也・蔵多一哉・鈴木稔,東北区水産研究祠孤π究報告52,13、
15,1990
31. A C26 Ster01 丘om the brown alga五iSιπia bicydis
Ka2Uya Kurata, Kazuya Taniguchi Kazunari shiTaishi and Minoru suzuld,
Phytochemistry 29,3678-3680,1990
32. Feeding・deterrent dite印enes ftom the brown algaDil0つh託S ohα抗Wα1
Kazuya Kurata, Kazuya Taniguchi, Kazunari shiraishi and Minoru suzuki,
PhytochemistTy 29,34533455,1990
33.アラメ群落の構造と海・中林造成
谷口和也,沿岸W駐羊研究ノート27,167-175,1990
34.褐藻ツルアラメのポリフェノール化合物によるエゾアワビに対する摂食阻冉作用
谷口和也・蔵多一哉・鈴木稔,日本水産学会i志57,2065-2071,1991
35.褐藻フクリンアミジのメタノール抽出物によるキタムラサキウニの摸食に及
ぼす影響
白石一成・谷凶和也・蔵多一哉・鈴木稔,Π本水産学会誌57,1591-1595,
1991
36
5
牡鹿半島沿岸の漸深帯における海底面剥削後の海深の再入植
谷口和也,東北区水産研究同而升究帳告脇,1-5,1991
37アラメの2~4歳個体の生長および成熟についての観察
谷口和也・磯上孝太郎・小島博,陳好唱9,43-47,1991
38褐藻アラメの植食動物に対する化学的防御機構
谷口1口也・耿元義正・蔵多一哉・鈴木稔,日本水産学会誌58,571-575,1992
39コンブ科褐藻数種のエゾアワビに対する摂食阻害活性
谷口和也・蔵多一哉・鈴水稔,日本フk産学会誌58,57フ-581,1992
40褐深フクリンアミジのジテルペン類によるエゾアワビに対する摂食阻害作用
谷口和也・蔵多一哉・鈴木稔・白石一成,日本水産学会i志58,1931-1936,
1992
41褐藻エゾヤハズの植食腹足類2種に対する摂食阻害
白石一成・谷口和也.蔵多一哉・鈴木稔.東北区水産研究所研究報告54,
103-106,1992
64 2 . 牡 鹿 半 島 沿 岸 の 漸 深 帯 海 底 に 設 置 L た 塩 化 ビ ニ ル 板 上 の 付 着 珪 藻 群 落
河 村 知 彦 ・ 山 田 秀 秋 ・ 浅 野 昌 充 ・ 谷 口 和 也 . 東 北 区 水 産 研 究 所 研 究 報 告 5 4 ,
9 7 - 1 0 2 , 1 9 9 2
4 3 . 牡 鹿 半 島 沿 岸 漸 深 擶 に 設 置 し た 人 工 岩 礁 上 に お け る 海 藻 群 落 の 遷 移
山 田 秀 秋 ・ 河 村 知 彦 ・ 浅 野 昌 充 ・ 谷 口 和 也 . 東 北 区 水 産 研 究 所 研 究 報 告 5 4 ,
8 9 - 9 5 , 1 9 9 2
4 4 . 褐 藻 ア ラ メ の 1 歳 個 体 に お け る 生 長 と 成 熟
谷 口 和 也 ・ 小 島 博 ・ 山 田 秀 秋 , 日 本 水 産 学 会 i 志 5 9 , 4 4 1 - 4 4 , 1 9 9 3
妬 . 褐 藻 シ ワ ヤ ハ ズ の エ ゾ ア ワ ビ に 対 す る 摂 食 阻 害 物 質
谷 口 和 也 ・ 山 田 潤 一 ・ 蔵 多 一 哉 ・ 鈴 木 稔 , 日 本 水 産 学 会 誌 5 9 , 3 3 9 - 3 4 3 , 1 9 9 3
4 6 . 褐 藻 ア ラ メ の 5 , 6 歳 個 体 に お け る 生 長 と 成 熟
谷 口 和 也 ・ 小 島 博 ・ 磯 上 孝 太 郎 , 日 本 水 産 学 会 誌 5 9 , 1 3 4 9 - 1 3 5 3 , 1 9 船
4 7 .  s t r u c t u r e s  o f E c k l o n i a l a d o n e s  c ・ F  丘 o m  t h e  b r o w n  a l g a 五 C h l 0 π i a  s t 0 1 0 π が ι ア α .
K a z u y a  K u r a t a ,  K a z u y a  T a n i g u c h i ,  K a z u n a r i  s h i t a l s h i  a n d  M i n o t u  s u z u I く i ,
P h y t o c h e m i s t r y  3 3 , 1 5 5 - 1 5 9 , 1 9 9 3
4 8 .  D i b r o m o m e t h a n e ,  a  c h e m i c a l i n d u c e r  o f l a r v a l  s e 杜 l e m e n t  a n d  m e t a m 0 印 h o s i s  o f
t h e  s e a  u r c h i n  s h 0 π 幻 , 1 0 化 π h o t 1 ι S  π 1 ι d u s
K a z u y a  T a n i g u c h l ,  K a z u y a  K u r a t a ,  T a k a y o s h i  M a r u z o i  a n d  M i n o r u  s u z u k l ,
F i s h e r i e s  s c i e n c e , 6 0 , 7 9 5 - 7 9 6 , 1 9 9 4
4 9 . 徳 島 県 牟 岐 町 沿 岸 に お け る 褐 藻 ク ロ メ の 成 長 周 期
小 島 博 ・ 谷 口 和 也 , 日 本 水 産 学 会 i 志 6 0 , 3 6 5 3 6 9 , 1 9 9 4
5 0 . 磯 焼 け の 機 構 と 克 服 技 術 と し て の 海 中 造 林
谷 口 和 也 ・ 關 哲 夫 ・ 蔵 多 一 哉 , 野 生 生 物 保 護 1 , 3 7 - 5 0 , 1 9 9 5
5 1 . 牡 鹿 半 島 沿 岸 に お け る 漸 深 帯 海 藻 群 落 の 一 次 遷 移
谷 口 和 也 , 日 本 水 産 学 会 誌 6 2 , 7 備 ・ フ 7 1 , 1 9 9 6
5 2 . 海 中 林 造 成 の 基 礎 と 実 践
谷 口 手 Π 也 , 藻 類 4 4 , 1 0 3 - 1 0 8 , 1 9 9 6
脇 ' 海 藻 よ り 抽 出 さ れ た 摂 食 阻 害 物 質 が 小 型 植 食 性 巻 貝 エ ゾ サ ン シ ヨ ウ ガ イ
H 0 抗 α 1 ψ 0 祝 α α 抗 那 S i m 地 抗 の 摂 餌 活 動 に 与 え る 景 三 郷
林 育 夫 ・ 谷 口 和 也 ・ 蔵 多 一 哉 , 貝 類 学 剥 琵 志 5 5 , 3 0 7 3 1 6 , 1 9 9 6
54. cydozonarone, a sesquiterpene・substituted benzoquinone derivative hom the
brown algaDicb,0つtιアis Uπd1ι1αta.
Kazuya Kurata, Kazuya Tan蠣Uchi and Mmoru suzuki, phy加Chemistry 41,749・
752,1996
55.海藻群落の形成に関する生態生化学的研究
谷口和也,日本オく産学会誌63,3四、312,1997
56. Feeding、deterrent bromophenolS 丘om od0πが1αliαωか"1bがe?'α
Kazuya Kuraね, Kazuya Taniguchiand Minoru suzuki, phy[ochemist翊 45,485・
487,1997
57.内湾の水質浄化における海藻の役割
谷口和也,日本沿岸域学会論文集10,125-136,1998
58. Dite印enoid feeding・deterrentS 丘omια記兜παα Saitoi.
Ka2Uya Kurata, Kazuya Taniguchi, Yukio Agatsuma and Minoru suzuki,
Phytochemistry,47,363369,1998
59.内湾の水質浄化における海藻の役割
野,村宗弘・佐々衛・千葉信夫・佐々木久雄・谷口和也・須藤隆一,日本沿岸
域学会i命文集10,125-136,1998
60.飼甸性動物,特に巻貝類とウニ類の日周行動実験システムの開発
林育夫・イ判懐祐子・谷口和也,日水研報告49,1-12,1999
7
61. Rehabi]itation of northernJapanese abalone, Haliotis diSι1ιS hαππαi, populations
by transplantingjuveniles.
T seki and K. Tan璃Uchi, can. spec. publ. Fish, Aquat. sci.,130,72-83,2000
62. uniaxia] compression strength and erosive potentialrate of rodζS in strata on the
Coast ofMiura peninsula with specific relation to the algal commun北ies of五ISιπ1α
bicydis andEchl0π1αιαυα
H. Arakawa, R. okada, H. okabe, T. Morinaga, and K. Tanlguchi, Fisheries
Science,66,473-480,2000
63. Distribution on benthic invertebrates in relation to zonal structure of algal
Communities in a rocky sublittoral area, Tomad・halDa, oshika peninsula, northern
Japan.
M. omori, K. Taniguchi, K.shiraishi, and T. seki, Benthos Research,55,69-83,
2000
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牡 鹿 半 , 島 油 沿 岸 の 海 藻
吾 妻 行 雄 ・ 小 川 美 和 ・ 谷 口 和 也 ・ 山 田 秀 秋 , 野 生 生 物 保 護 学 会 誌 5 , 4 7 - 5 3 ,
2 0 0 0
6 5 .  c o d e d W 辻 e T a g  を 用 い た キ タ ム ラ サ キ ウ ニ へ の 標 識 技 術
佐 野 稔 ・ 關 哲 夫 ・ 大 森 迪 夫 ・ 谷 口 和 也 , 日 本 水 産 学 会 i 志 6 7 , 2 3 - 2 9 , 2 0 0 1
6 6 .  M a r i n e  a 丘 o t e s t a t i o n  o f t h e  k e l P 五 i S ι π i a  b i ι y d i s  i n  c o r a Ⅱ i n e  a a t s
K 、  T a n i g u c h i a m d Y  A g a t s u m a ,  S U I S A N Z O S H O K U , 4 9 , 1 3 3 - 1 3 6 , 2 0 0 1
6 7 . 宮 城 県 北 上 町 十 三 i 兵 沿 岸 の 海 藻
中 田 恵 英 ・ 吾 妻 行 雄 ・ 谷 U 和 也 , 野 生 生 物 保 護 学 会 i 志 6 , 3 3 - 3 9 , 2 0 侃
6 8 . 福 島 県 い わ き 市 下 袖 白 沿 岸 の 海 藻
佐 藤 太 津 真 ・ 中 田 恵 英 ・ 吾 亥 行 雄 ・ 谷 口 和 也 , 野 q 主 生 物 保 護 学 会 i 志 6 , 4 1 - 4 6 ,
2 0 0 1
6 9 .  M a r i n e  a ] g a l  a o r a  h o m  u n o s a k i  o f  o g a  p e n i n s U 1 且 ,  t h e  J a p a n  s e a  c o a s t  o f  n o t t h e r n
夏 o n s h u
R .  K o m o t o ,  N .  N a k a b a y a s h i ,  Y .  A g a t s u m a  a n d  K .  T a n i g u c h i ,  B i o s p h e r e
C o n s e r v a t l o n , 3 , 1 3 1 - 1 3 7 , 2 0 0 1
7 0 . 女 川 湾 に お け る 褐 藻 マ コ ン プ 群 落 の 生 活 年 周 期 と 生 産 力
中 脇 イ 麦 枝 ・ 吾 妻 行 扉 t ・ 谷 口 和 也 , 水 産 増 殖 4 9 , 4 3 9 - 4 4 4 , 2 0 0 1
7 1 . 磯 焼 け 域 に お け る ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 製 海 藻 礁 に よ る ア ラ メ 海 中 林 の 造 成
谷 口 和 也 ・ 1 _ 1 , 1 根 英 人 ・ 佐 々 木 国 隆 ・ 吾 妻 行 雄 ・ 荒 川 久 幸 , 日 本 水 産 学 会 誌
6 7 , 8 5 8 - 8 6 5 , 2 0 0 1
7 2 .  A g e  d i s t r i b u t i o n  o f  t h e  s e a  u r c h i n  s h 0 1 1 g 夕 1 0 化 1 1 h o t 1 ι S  1 1 1 ι d 1 ι S  ( A .  A g a s s i z )  i n
r e l a t l o n  t o  a l g a l  z o n a t i o n  i n  a  r o c k y  c o a s t a ]  a r e a  o n  o s h i k a  p e n i n s u l a ,  n o T t h e r n
J a p a n
M i n ω ' u  s a n o ,  M i c h i o  o m o r i ,  K a z u y a  T a n i g u c h i  a n d  T e t s u o  s e k i ,  F i s h e r i e s
S c i e n c e , 6 7 , 6 2 8 - 6 3 9 , 2 0 0 1
7 3 .  D i e t a r y  e v a l u a t i o n  o f  s t ゆ e  o f t h e  b r o w n  a l g a  U π d α π ' α つ i π π α t 所 ' d a  o n  g r o w t h  a n d
g o n a d a 】  e n h a n c e m e n t  o f t h e  s e a  u r c h i n  s h 0 π 島 , 1 0 ι ι π b o t 1 ι S  π 1 ι d u s
Y  A g a t s u m a ,  Y  Y a m a d a  a n d  K .  T a n i g u c h i ,  F i s h e r i e s  s c i e n c e , 6 8 , 1 2 7 4 - 1 2 8 1 , 2 0 0 2
7 4 . 男 鹿 半 島 沿 岸 に お け る ス ギ モ ク 群 落 の 季 節 変 化 と 生 産 力
中 林 信 康 ・ 谷 口 和 也 , 日 本 水 産 学 会 誌 6 8 , 6 5 9 - 6 備 , 2 0 0 2
75Dietary evaluation of stゆe of wakame, U11dαア1'αつiππαhyl'da for the growth ofthe
ezo aba】one, Haliotis disC1ιS hαππα1
A. Kawashima, Y Agatsuma and K. Taniguchi, SUISANZOSHOKU,50,97-102,
2002
76Marine algae ofthe lwadate coast, northwestern Honshu,Japan
佐藤陽一・吾妻行雄・中林信康・谷口和也,野生生物保護学会誌4,51-58,
2002
フフ. Annua11ife cyde and productivity of the brown alga Sα1召'asS記?π)ez0ιπSι 0丘 the
Coast of oshika peninsula, Japan.
Y Agatsuma, K. Naritaand K. Taniguchi, SUISANZOSHOKU,50,25-30,2002
78.秋田県八森町における海藻群落の遷移と漂砂の影郷
中林信康・谷口和也,日本水産学会誌51,135-140,2003
79.磯焼けと海藻群落の遷移
谷口和也,海洋と生物25,167-172,2003
80.北海道南西部日本海沿岸における大型褐藻4種の垂直分布
津田藤典・吾妻行雄・谷口和也,日木生態学会誌54,95-103,2004
81.磯焼け域における海中林造成
谷日和也・吾妻行雄,水産111学42,171-17フ,2005
9
82. Life cyde ofDil0つh1ιS 0たα"1記プαe (phaeophyceae) and its associated invertebrate
fauna in onagawa Bay,Japan.
Yukio Agatsuma, Yasuhiro Kuwahara, Kazuya Taniguchi, Fisheries sdence,71,
1107-1114,2005
83. Factors causing brown・CO]ored gonads of 血e sea urchm sh0πξγ10ιι11bot1ιS π1ιd1ιS
in northern Honsyu,Japan
Yuldo Ag丑tsuma, Minoru sato, Kazuya Taniguchi, Aquaculture,249,449-458,
2005
84Marine algae 丘om the cape oflwai on the pacific coast of northeastern Honsyu,
Japan
Y sato, T. Tsumoto, H. Endo, Y. Agatsuma, R. sasaki, A. oshino, K. Taniguchi,
Tohoku Journal ofAgricultuTal Research,55,93-97,2005
1 0
8 5 .  G r o w t h  a n d  g o n a d  p r o d u c t i o n  o f t h e  s e a  u r c h i n  H e 1 π i c e 1 1 か o t u S  つ U l c h ι r ガ " 1 1 ι S  i n  t h e
f u c o i d  b e d  a n d  a l g a 1  加 r f i n  n o r t h e r n J a p a n
Y u k i o  A g a t s u m a ,  N o b u y a s u  N a k a b a y a s h i ,  N o b u a k i  M i u r a ,  K a z u y a  T a n i g u c h i ,
M a r i n e  E C 0 1 0 g y , 2 6 , 1 0 0 - 1 0 9 , 2 0 0 5
8 6 .  G o n a d  p r o d u c t i o n  o f  t h e  s e a  u r c h i n  s h 0 1 1 昌 , 1 0 C ι π h o h ι S  1 1 1 ι d 1 ι S  i n  r e l a t i o n  t o  a l g a l
V e g e t a t i o n  i n  s h a 1 1 0 w  w a t e r s  a l o n g  t h e  s e a  o f  J a p a n ,  s o u t h w e s t e r n  H o k k a i d o ,
J a p a n
F u j i n o r i  T s u d a ,  H i r o s h i H o s h i k a w a ,  Y u k i o  A g a t s u m a  a n d  K a z u y a  T a n i g u c h i , ゴ ヒ t 毎
道 立 水 産 試 験 場 研 究 報 告 7 1 , 6 3 - 6 8 , 2 0 0 6
8 7 .  D i s t r i b u t i o n  o f t h e  s e a  u r c h i n  H e " 1 北 ι π h o t 1 ι S  つ 群 ル h e 1 1 力 π 1 ι S  a l o n g  a  s h a Ⅱ O W
b a t h y m e t r i c  g a d i e n t i n  o n a g a w a  B a y  i n  n o r t h e r n  H o n s h u , J a p a n .
Y u k i o  A g a t s u m a ,  H i r o k a z u  Y a m a d a  a n d  K a z u y a  T a n i g u c h i ,  J o u r n a l  o f  s h e H f i s h
R e s a r c h , 2 5 , 1 0 2 7 - 1 0 3 6 , 2 0 0 6
8 8 . 紅 藻 ユ カ リ  P l o m ? π i U 1 陀 た グ α か i α ι ア セ ト ン 抽 出 物 の エ ゾ ア ワ ビ H a h ' o t i s  d i s C 記 S
h 卿 加 i に 対 す る 摂 食 阻 害
三 枝 美 穂 ・ 蔵 多 一 哉 ・ 吾 妻 行 雄 ・ 谷 口 和 也 , 水 産 増 殖 5 4 , 3 5 9 - 3 6 4 , 2 0 0 6
8 9 . 褐 藻 ヒ ジ キ の 光 強 度 , 水 温 , 塩 分 濃 度 に 対 す る 光 合 成 4 予 性 ~ 付 着 珪 藻 の 着 生
と の 関 係
百 瀬 陽 介 ・ 伊 藤 絹 子 ・ 吾 妻 行 雄 ・ 谷 口 和 也 , 水 産 増 殖 5 4 , 3 8 3 - 3 9 0 , 2 0 0 6
9 0 . 秋 田 県 沿 岸 に お け る キ タ ム ラ サ キ ウ ニ の 成 長 お よ び 生 殖 巣 の 発 逹 と 海 藻 群 落
と の 関 係
中 林 信 康 ・ 三 浦 信 昭 ・ 吾 妻 行 雄 ・ 谷 口 和 也 , 水 産 増 殖 5 4 , 3 6 5 - 3 7 4 , 2 0 0 6
9 1 . 牡 鹿 半 島 周 辺 の 海 藻 相
成 田 美 智 子 ・ 遠 藤 光 ・ 吾 妻 行 雄 ・ 谷 口 和 也 , 月 刊 i 毎 洋 3 8 , 2 1 6 - 2 2 0 , 2 0 0 6
9 2 . 温 暖 化 傾 向 下 の 東 北 ・ 北 海 道 の 海 と 漁 業
谷 口 和 也 ・ 五 十 嵐 輝 夫 ・ 宇 藤 均 ・ 中 野 広 ・ 南 卓 志 , 河 干 1 上 毎 洋 3 8 , 1 5 7 - 1 6 0 ,
2 0 0 6
9 3 . 北 海 道 日 本 海 沿 岸 に お け る 磯 焼 け の 歴 史 と 現 状
津 田 藤 典 ・ 吾 妻 行 雄 ・ 谷 口 和 也 , 月 刊 海 洋 3 8 , 2 1 0 - 2 1 5 , 2 0 0 6
9 4 . 1 n s t a n t a n e o u s  e 丑 e d  o f  d i b r o m o m e t h a n e  o n  m e t a m o r p h o s i s  o f l a r v a e  o f t h e  s e a
U r c h i n s  S か 0 π ξ γ 1 0 ι ι 冗 t f o t ι ι S  π U d 1 ι S  a n d  S か 0 π g l 0 化 π ケ 0 ι 1 ι S  i π t ι r J " ι d h ι S
Y u k i o  A g a t s u m a ,  T e t s u o  s e k i ,  K a z u y a  K u r a t a  a n d  K a z u y a  T a n i g u c h i ,  A q u a c u l t u r e ,
2 5 1 , 5 4 9 - 5 5 7 , 2 0 0 6
95. Food ofthe sea urch血S sb0πgloceπかoi1ιS 111ιd1ιS and Hι1πiιιπtlot1ιS つ1ιld1ιかi?π1ιS
associated with vertical distributions in facoid beds and crustose coraⅡine aats in
northern Honshu,Japan
Hikaru Endo, Nobuyasu Nakabayashi, Yukio Agatsuma and Kazuya Taniguchi,
Marine EC010gy progess series,352,125-135,2007
96.ウミウチワ属褐藻3種から得られたアセトン抽出物の腹足網6種に対する
摂食阻害活性
吾妻行雄・川島亜希子・李景玉・蔵多一哉,谷口和也,水産増殖55,599、
605,2007
97. seasonal changes in photosynthesis and nutrient uptake in ια抗i冗αhajαつ0πica
(Laminariaceae; phaeophya)
Jing・YU Li, Yoshiki Murauchi, Mutsuo lchinomiya, Yukio Agatsuma and Kazuya
Taniguchi, Aquaculture science,55,587597,2007
98. Marine algae 丘om Hir0ね Bay on the paci6C coast ofnortheastern Honshu,Japan
Jing・YU Li, Michiko Narita, Hikaru Endo, Yukio Agatsuma and Ka2Uya Taniguchi,
TohokuJourna] ofAgricultural Research,55,89-97,2008
99. Differences in resource storage pattern between ια"11究απα 10πξISSI"1α and
ια?πiπαアia diaboh'ια(Laminariaceae; phaeophyta) reaecting their morph010gical
Ch紅acteristics.
Jing・YU Li, Yukio Agatsuma, Takeshi Nagai, Yoichi sato, Kazuya Taniguchi,
Journal ofApplied phyc010部 in press,2008
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100.磯焼けの研究と修復技術の歴史
関哲夫・谷口和也,水産学シリーズ160,93-106,2008
101.磯焼けの原因と修復技術
谷口和也・成田美智子・中林信康・吾妻行雄,水産学シリーズ160,123-134,
2008
Ⅲ.総説・解説記事
1.研究ノート,アラメの沃野へかける夢一 MRP餌米H毎藻群落の保護育成
谷口和也,東北水研ニュース21,1981年
2.褐藻アラメ配偶体の生長と成熟
谷口和也・秋山和夫,日本水産学会東北支部会報32,1982年
1 2
3 . 褐 藻 ア ラ メ の 年 齢 と 生 長
谷 口 和 也 ・ 加 藤 史 彦 . 日 本 水 産 学 会 東 北 支 部 会 報 3 3 , 1 9 8 3 年
4 . ア ラ メ 海 中 林 の 造 成
谷 口 和 也 , 水 産 の 研 究 2 , 1 9 8 3 年
5 . 牡 鹿 町 泊 浜 に お け る ア ラ メ 群 落
谷 口 和 也 ・ 原 素 之 ・ 秋 山 和 夫 ・ 長 田 稜 ・ 末 永 浩 章 , 日 本 水 産 学 会 東 北 支 部 会
報 3 4 , 1 9 8 4 年
6 . 東 北 地 方 に お け る ア ラ メ の 生 態
谷 口 和 也 , 海 洋 科 学 1 7 , 1 9 8 5 年
フ . ア ラ メ の 生 態 と 海 況 条 件
谷 口 和 也 , 水 産 , 技 術 と 経 営 3 3 , 1 9 8 7 年
8 . 研 究 ノ ー ト , ア ラ メ の 沃 野 に か け る 夢 1 ね t t  Ⅱ
谷 口 和 也 , 東 北 水 研 ニ ュ ー ス 3 1 , 1 9 8 7 年
9 . ア ラ メ 海 中 林 の 造 成
谷 口 和 也 , 海 洋 科 学 2 0 , 1 9 認 年
1 0 . 東 北 地 方 沿 岸 の ア ラ メ 海 中 林 の 造 成
谷 口 和 也 , 水 産 , 技 術 と 経 営 3 4 , 1 9 8 8 年
Ⅱ . 岩 礁 域 に お け る 生 物 群 集 の 構 造 と 漁 場 管 理
谷 口 和 也 . 日 本 水 産 学 会 東 北 支 部 会 報 3 9 , 1 9 8 9 年
1 2 . ア ラ メ の 沃 野 に か け る 夢 一 海 中 造 林 へ の 道
谷 口 和 也 ,  i 魚 政 の 窓 2 4 3 , 1 9 8 9 年
1 3 . 磯 焼 け の 海 を 豊 か な 海 中 林 に ー ア ラ メ 海 中 林 の 造 成 と 管 理
谷 口 和 也 , 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 月 幸 胎 1 5 , 1 9 9 0 年
1 4 . 何 故 ア ワ ビ は ツ ル ア ラ メ を 食 べ な い か ?
谷 口 和 也 , 日 本 水 産 学 会 東 北 支 部 会 報 如 , 1 9 9 1 年
1 5 . ブ ロ ッ ク 礁 に お け る ア ワ ビ , ウ ニ の 付 着 数 の 変 化
秋 元 義 正 ・ 磯 上 孝 太 郎 ・ 谷 目 和 也 , 日 本 水 産 学 会 東 北 支 部 会 報 4 2 , 1 9 兜 年
1 6 . コ ン ブ 科 褐 藻 の 化 学 的 防 御
谷 口 和 也 ・ 蔵 多 一 哉 ・ 鈴 木 稔 , 日 本 水 産 学 会 東 北 支 部 会 判 迦 2 , 1 9 兜 年
17.磯焼けとは何か?
谷口和也,日本水産学会東北支部会報",1994年
18.海中林の造成一磯焼けの克服
谷口和也,日本水産学会東北支部会報4,1994年
19.サンゴモ平原には何故ウニカ吐曽えるのか
谷口和也,東北水研ニュース45,1994年
20.海藻のケミカルシグナル,生存戦略としての化学的防御
谷口和也・蔵多一哉・鈴木稔,化学と生物32,1994年
21.褐藻ウミウチワとウスバウミウチワのエゾアワビに対する摂食阻害活性
谷口和也・關哲夫・蔵多一哉,日本水産学会東北支部会報46,1996年
22.アラメ,カジメ海中林の機能
谷口和也,藻場の機能,]997年
23.磯焼けと海藻群落の遷移
谷口和也,海洋と生物25,2003年
24.海の中から陸を見る
谷口和也,シルバン13,2004年
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25.磯焼けーその原因とはー
谷口和也,日本水産資源保護協会,2004年
26.磯焼けの原因を探る
谷口和也,育てる漁業388,20備年
27.磯焼け一失われゆく海中林
谷口和也, shipsand ocean Newsletter148,2006年
28.温暖化傾向下の東北・北海.道の海ど魚業
谷口和也・五十嵐輝夫・宇藤均・中野広・南卓志,月問海洋38,2006年
29.磯焼けを克服する
谷口和也,育てる漁業392,2006年
30.温暖化で失われる海中林~磯焼けの原因と対策
谷口和也・吾妻行雄,第17回日本水環境学会市民セミナー,2008年
1 4
Ⅳ . 調 査 報 告 書 ( 科 研 費 報 告 書 な ど )
1 . 津 軽 海 峡 西 口 附 近 1 魚 業 影 郷 調 査 報 告 ( 海 藻 調 査 報 告 書 )
時 田 洵 ・ 正 置 富 太 郎 ・ 趣 熊 R ・ 斎 藤 穰 ・ 山 本 弘 敏 ・ 鬼 豆 酸 ヨ ・ 谷 口 和 也 ・ 小 坂 功
跡 部 進 , 1 9 7 1 年 , 北 海 道 大 学
2 . 下 北 海 中 公 園 ( 仮 称 ) 調 査 報 告 書 , 海 藻 班
正 置 富 太 郎 ・ 籔 唖 § ・ 斎 藤 穰 ・ 山 本 弘 敏 ・ 谷 口 和 也 ・ 松 山 恵 二 , 1 9 7 2 年 , 青 森
県 ・ 北 海 道 大 学
3 . 漁 場 造 成 に お け る 海 藻 の 役 割 ( 第 3 回 日 本 海 ブ ロ ッ ク 増 養 殖 研 究 推 進 連 絡 会
議 事 録 )
谷 口 和 也 , 1 9 7 8 年
4 . 海 藻 群 落 の 生 産 力 測 定 ( 昭 和 5 3 年 度 東 北 ブ ロ ッ ク 増 養 殖 研 究 連 絡 会 議 議 事
ε 剥
谷 口 和 也 , 1 9 7 8 年
5 . 宮 古 市 の 海 藻 相 と 海 藻 群 落 ( 宮 古 市 の 白 然 )
谷 口 和 也 ・ 鬼 頭 鈞 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 0 年
6 . 能 登 海 域 に お け る マ ダ イ 資 源 の 補 給 機 構 ( 資 源 培 養 方 式 開 発 の た め の 沿 岸 域
に お け る 若 令 期 タ イ 類 補 給 機 構 に 関 す る 研 究 )
尾 形 哲 男 ・ 伊 東 弘 ・ 加 藤 史 彦 ・ 伊 藤 勝 千 代 ・ 谷 口 和 也 ・ 本 問 睦 子 ・ 渡 辺 ま ゆ み
町 中 茂 ・ 橋 田 新 一 ・ 山 田 悦 正 ・ 栗 森 勢 樹 , 1 9 8 0 年 、 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
フ . マ リ ー ン ラ ン チ ン グ 計 画 昭 和 5 4 年 度 事 仔 獅 豺 斤 報 告 書
菅 野 尚 ・ 菊 地 省 吾 ・ 浮 永 久 ・ 秋 山 和 夫 ・ 鬼 頭 鈞 ・ 谷 口 和 也 ・ 斎 藤 雄 之 助 ・ 月 館
潤 一 ・ 吉 川 浩 二 , 1 9 8 0 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
8 . 福 島 県 い わ き 市 に お け る ア ラ メ 群 落 ( 昭 和 郭 年 度 東 北 ブ ロ ッ ク 増 養 殖 研 究
連 絡 会 報 )
谷 口 和 也 ・ 大 和 田 淳 ・ 鬼 頭 鈞 , 1 9 8 1 年
9 . 海 底 条 件 と 生 活 帯 一 1 ( 大 型 別 枠 研 究 有 用 海 藻 群 落 研 究 グ ル ー プ プ ロ グ レ ス
レ ポ ー ト )
谷 口 和 也 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 1 年 , 南 西 海 区 水 産 研 究 所
1 0 . 適 地 の 選 定 と 育 成 種 苗 の 定 着 一 1 ( 大 型 別 枠 研 究 有 用 海 藻 群 落 研 究 グ ル ー プ
プ ロ グ レ ス レ ポ ー ト )
秋 山 和 夫 ・ 谷 口 和 也 , 1 9 8 1 年 , 南 西 海 区 水 産 研 究 所
11.海底条件と生活帯一 1 (マリーンランチング計画昭和55年度研究報告)
谷口和也・秋山和夫,1981年,農林水産技術会議事務局
12.適地の選定と育成種苗の定着一 1 (マリーンランチング計画昭和55年度研
究報告)
秋山和夫・谷口和也,1981年,農林水産技術会議事務局
13.福島県いわき市沿岸におけるアラメ群落について(昭和56年度東北ブロッ
ク増養殖研究連絡会報)
佐藤美智男・小野剛・谷口和也,1982年
14.アラメ群落の年齢構造印召和56年度東北ブロック増養殖研究連絡会報)
谷口和也・佐藤美智男・小野剛,1982年
15ご海底条件と生活帯一Ⅱ(大型別枠研究有用海藻群落研究グループプログレス
レポート)
谷口和也・秋山和夫,1982年.南西海区水産研究所
16.適地の選定と育成種苗の定着一Ⅱ(大型別枠研究有用海藻群落研究グループ
プログレスレポート)
秋山和夫・谷口和也,1982年,南西海区水産研究所
17ご海底条件と生活茶一Ⅱ(マリーンランチング計画昭和56年度研究級告)
谷口和也・秋11】和夫,1982年,農林水産技術会議事務局
15
18.適地の選定と育成種苗の定着一Ⅱ(マリーンランチング計画昭和56年度研
究報告)
秋山和夫・谷口和也,1982年,農林水産技術会議事務局
19.種苗の大量生産技術一1 (バイオマス変換計画昭和56年度研究報告)
秋U_呼Π夫・谷口和也,1982年,農林水産技術会議事務局
20.海底条件と生活帯一Ⅲ(大型別枠研究有用海藻群落研究グループプログレス
レポート)
谷口和也・秋山和夫・原素之,1983年,南西海区水産研究所
21.適地の選定と育成種苗の定着一Ⅲ(大型別枠研究有用海藻群落研究グループ
プログレスレポート)
秋山和夫・谷口和也・原素之,1983年,南西海区水産研究所
22ご海底条件と生活帯一Ⅲ(マリーンランチング計画昭和57年度研究報告)
谷口和也・秋山和夫・原素之,1983年,農林水産技術会議事務局
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2 3 . 適 地 の 選 定 と 育 成 種 苗 の 定 着 一 Ⅲ ( マ リ ー ン ラ ン チ ン グ 計 画 昭 和 5 7 年 度 研
究 報 告 )
秋 山 和 夫 ・ 谷 口 和 也 ・ 原 素 之 , 1 9 8 3 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
2 4 . 種 苗 の 大 量 生 産 技 術 一 Ⅱ ( バ イ オ マ ス 変 換 計 画 昭 和 5 7 年 度 研 究 報 告 )
秋 山 和 夫 ・ 原 素 之 ・ 谷 口 和 也 . 1 9 8 3 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
2 5 . 内 海 性 漁 場 に お け る 造 林 技 術 一 1 ( 大 型 別 枠 研 究 有 用 海 藻 群 落 研 究 グ ル ー プ
プ ロ グ レ ス レ ポ ー ト )
谷 口 和 也 ・ 原 素 之 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 4 年 , 南 西 海 区 水 産 研 究 所
2 6 . 近 海 漁 業 資 源 増 大 へ の 新 し い ア プ ロ ー チ ( マ リ ー ン ラ ン チ ン グ 計 画 第 1 期 成
果 の 概 要 )
谷 口 和 也 ・ 月 館 潤 一 ・ 花 岡 藤 雄 , 1 9 8 4 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
2 7 . 内 海 性 洛 、 場 に お け る 造 林 技 術 一  1  ( マ リ ー ン ラ ン チ ン グ 計 画 昭 和 5 8 年 度 研
究 報 告 )
谷 口 和 也 ・ 原 素 之 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 4 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
2 8 . 種 苗 の 大 量 生 産 技 術 一 Ⅲ ( バ イ オ マ ス 変 換 計 画 昭 和 5 8 年 度 研 究 報 告 )
秋 山 和 夫 ・ 原 素 之 ・ 谷 口 和 也 , 1 9 8 4 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
2 9 . 内 海 性 1 魚 場 に お け る 造 林 技 術 一 Ⅱ ( 大 型 別 枠 研 究 有 用 海 藻 群 落 研 究 グ ル ー プ
プ ロ グ レ ス レ ポ ー ト )
谷 口 和 也 ・ 原 素 之 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 5 年 , 南 西 海 区 水 産 研 究 所
3 0 . 内 海 陛 漁 場 に お け る 造 林 技 術 一 Ⅱ ( マ リ ー ン ラ ン チ ン グ 計 画 昭 和 5 9 年 度 研
究 報 告 )
谷 口 和 也 ・ 原 素 之 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 5 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
3 1 . 種 苗 移 植 法 一 1  ( バ イ オ マ ス 変 換 計 画 昭 和 5 9 年 度 研 究 報 告 )
秋 山 和 夫 ・ 原 素 之 ・ 谷 口 和 也 , 1 9 8 5 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
3 2 . 内 海 性 漁 場 に お け る 造 林 技 術 一 Ⅲ ( 大 型 別 枠 研 究 有 用 海 藻 群 落 研 究 グ ル ー プ
プ ロ グ レ ス レ ポ ー ト )
谷 口 和 也 ・ 原 素 之 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 6 年 , 南 西 海 区 水 産 研 究 所
3 3 . 内 海 性 漁 場 に お け る 造 林 技 術 一 Ⅲ ( マ リ ー ン ラ ン チ ン グ 計 画 昭 和 6 0 年 度 研
究 報 告 )
谷 口 和 也 ・ 原 素 之 ・ 秋 山 和 夫 , 1 9 8 6 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
34.種苗移植法一Ⅱ(バイオマス変換計画昭和60年度研究報告)
秋山和夫・原素之・谷口和也,1986年,農林水産技術会議事務局
35.北方域アラメ海中林の管理基準一1(大型別枠研究マリーンランチング計画
アラメ・カジメ班プログレスレポート)
谷口和也・原素之・秋山和夫・菊地省吾一浅野昌充,19釘年,東北区水産研
究所
36.マリーンランチング計画昭和61年度研究報告
谷口和也・原素之・秋山和夫・菊地賓吾・浅野昌充,19釘年,農林水産技術
会議事務局
37.近海漁業増大への新しいアプローチ(マリーンランチング計画第Ⅱ期成果
の概要)
谷口和也・月f齢閏一・竹本惣次郎・安永義暢・飯倉敏弘,1987年,農林水産
技術会議事務局
38.北方域アラメ海中林の管理基準一Ⅱ(大型別枠研究マリーンランチング計画
アラメ・カジメ班プログレスレポート)
谷口和也・山田秀秋・秋山和夫・菊地省吾一浅野昌充,19釘年,東北区水産
研究所
39.北方域アラメ海中林の管理基準一Ⅱ(マリーンランチング計画昭和62年度
研究報告)
谷口和也・山田秀秋・秋ル1和夫・菊地省吾・浅野昌充,1988年,農林水産技
術会議事務局
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40.北方域アラメ海中林の管理基準一Ⅲ(マリーンランチング計画昭和63年度
研究報告)
谷口和也・山田秀秋・菊地省吾一浅野昌充・河村知彦,1988年,農林水産技
術会議事務局
41.北方域アラメ海中林の管理基準一Ⅲ(大型別枠研究マリーンランチング計画
アラメ・カジメ班プログレスレポート)
谷口和也・山田秀秋・菊地省吾・浅野昌充・河村知彦,1988年,東北区水産
研究所
42.生態相関物質による海藻の遷移と植食動物の制御.(生物間相互作用及び生
物集団の構造・機能に関する最近の研究動向大型別枠研究「農林水産系生態
秩序の解明と最適制御に関する総合研究」昭和63年度事前調査報告書)
谷口和也・鬼頭鈞,1988.農林水産技術会議事務局
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4 3
i 魚 業 ・ 水 産 業 へ の 影 響 5 . 養 殖 業 へ の 影 紳  1 ) 藻 類 ( 地 球 環 境 変 化 と 海 洋
生 態 系 お よ び 水 産 業 に 関 す る 調 査 研 究 )
谷 口 和 也 , 1 9 8 9 年 , 中 央 水 産 研 究 所
ア ラ メ 海 中 林 の 造 成 と 管 理 ( マ リ ー ン ラ ン チ ン グ 計 画 技 術 指 導 書 シ リ ー ズ )
谷 口 和 也 , 1 9 8 9 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 ・ 務 局
コ ン ブ 科 植 物 群 落 の 動 的 安 定 性 の 機 構 解 明 一 1 ( バ イ オ コ ス モ ス 計 画 平 成 元
年 度 報 告 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 0 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
コ ン ブ 科 植 物 群 落 の 動 的 安 定 性 の 機 構 解 明 一 Ⅱ ( バ イ オ コ ス モ ス 計 画 平 成 2
年 度 報 告 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 1 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
ア ラ メ 生 育 圈 に お け る 海 藻 の ケ ミ カ ル シ グ ナ ル 物 質 の 検 定 , 単 離 , 同 定 ( 平
成 元 ・ 2 年 度 プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 調 整 費 に よ る 研 究 成 果 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 1 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
コ ン ブ 利 , 植 物 群 落 の 動 的 安 定 性 の 機 構 解 明 一 Ⅲ ( バ イ オ コ ス モ ス 計 画 平 成 3
年 度 報 告 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 2 年 、 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
海 藻 群 落 の 遷 移 に お け る 化 学 的 防 御 機 構 ( 生 物 機 能 関 係 資 制 ・ 集 一 5 . 植 物 の
生 存 戦 N 制
谷 口 和 也 , 1 9 兜 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
岩 礁 生 態 系 の 動 的 安 定 機 構 の 解 明 と 制 御 . 生 態 秩 序 ( バ イ オ コ ス モ ス 計 画 )
谷 口 和 也 , 1 9 兜 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
底 質 改 善 礁 の 海 藻 群 落 形 成 効 果 に 関 す る 研 究 ( 平 成 3 年 度 沿 岸 漁 場 整 備 開 発
事 業 に 関 す る 水 産 庁 研 究 所 研 究 報 告 書 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 3 年 , 水 産 庁 振 興 部 開 発 課
海 中 林 の 維 持 管 理 技 術 の 開 発 一 1  ( バ イ オ コ ス モ ス 計 画 平 成 4 年 度 報 告 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 3 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
海 中 林 の 不 思 議 な 世 界 を さ ぐ る ( バ イ オ コ ス モ ス 計 画 第 1 期 成 果 集 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 3 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
海 中 林 の 維 持 管 理 技 術 の 開 発 一 Ⅱ ( バ イ オ コ ス モ ス 計 画 平 成 5 年 度 報 告 )
谷 口 和 也 , 1 9 9 4 年 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局
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55海藻が生産するウニ幼生の着底,変態誘起物質(平成5年度東北ブロツク増
養殖研究連絡会議報告書)
谷口和也・蔵多一哉・丸添隆義・鈴木稔,1994年
海中林の維持管理技術の開発一Ⅲ(バイオコスモス計画平成6年度報告)
谷口和也・關哲夫,1995年,農林水産技術会議亊務局
二枚貝の餌料となる微小藻類の培養ハンドブック(東北水研藻増殖研資米D
押野明夫・關哲夫・谷口和也,1995年
海中林造成の基礎と実践(平成6年度東北ブロック増養殖研究連絡会議報告書)
谷口和也・開哲夫,1995年
海藻群落の構造と遷移(平成7年度水産増養殖研究推進会議議事要ε剥
谷口和也,1996年
褐藻マコンブの季節的な栄養塩要求量(都市排水と化石燃料排気を結合した
海洋植物生産プラントの構築研究プログラム平成10年度研究成果報告書)
谷口和也,1998年,東北大学学隣河斗学研究センター
岩礁生態系のケミカルシグナルを介した種間関係の解明に関する生態学的研
究(科学研究費補助金基盤研究A)
谷口和也・大森迪夫・蔵多一哉,2000年,東北大学大学院農学研究科水圈植
物生態学研究室
磯焼けの診断指針の開発に関する生態学的研究
吾妻行雄'谷口和也,2002年,水産庁
褐藻マコンブの光合成能と栄養塩吸収の季節変化(製銅スラグを栄養源とし
て利用した海洋植物プランクトン増殖による C02固定化)
谷口和也・村内嘉樹・一宮睦雄・佐藤陽一・吾妻行雄,2003年,日本鉄鋼協
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64.コンブ属褐藻の形態学的,生理生態学的研究(科学研究費補助金基盤研究B)
谷口和也・吾妻行雄・谷口旭,2003年,東北大学大学院農学研究弔卜水圈植物
生態学研究室
65.磯焼けの発生要因の解明と克服技術の開発に関する生態学的研究
谷口和也,2003年,東北大学大学院農学研究科水圏植物生態学研究室
?
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海 藻 の ア レ ロ ケ ミ カ ル に よ る 植 食 動 物 幼 生 と 付 着 珪 藻 の 排 除 機 構 に 関 す る 研
究 ( 科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 研 究 B )
谷 口 和 也 ・ 吾 姿 行 雄 ・ 佐 藤 実 ・ 伊 藤 絹 子 , 2 0 0 8 年 . 東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究
科 水 圈 植 物 生 態 学 研 究 室
V . 新 聞 ・ テ レ ビ 報 道
1 . て れ び 梶 叫 勿 館 ( 出 演 テ レ ビ 東 海 テ レ ビ X 1 9 9 7 )
2 . 紺 野 美 沙 子 の 科 学 館 ( 企 画 協 カ テ レ ビ 日 本 テ レ ビ X 1 9 9 7 )
3 . プ リ ズ ム ① 海 中 林 地 球 上 最 高 の 生 産 者 ( 執 筆 新 聞 河 北 新 報 X 1 9 9 9
フ . 2 6 )
4 . プ リ ズ ム ② 海 藻 の 多 彩 な 色 光 環 境 の 変 化 に 適 応 ( 執 筆 新 聞 河 北 新
゛ 脚 ( 1 9 9 9 . 8 . 2 )
5 . プ リ ズ ム ③ 地 球 環 境 の 形 成 藻 類 の 繁 栄 が 基 礎 に ( 執 筆 新 聞 河 北 新
幸 田 ( 1 9 9 9 . 8 . 9 )
6 . プ リ ズ ム ④ 海 藻 の 生 活 場 所 太 陽 光 が 注 ぐ 潮 下 帯 ( 執 筆 新 聞 河 北 新 報
朝 于 1 」 ) ( 1 9 9 9 . 8 . 2 3 )
フ . 河 北 抄 ( 執 筆 新 朋 河 北 新 報 夕 干 I D ( 1 9 9 9 . 8 . 2 3 )
8 . プ リ ズ ム ⑤ 磯 焼 け 海 中 林 が 大 幅 に 縮 小 ( 執 筆 新 聞 河 北 新 報 朝 干 I D
( 1 9 9 9 . 8 . 3 0 )
9 . プ リ ズ ム ⑥ 海 況 変 動 海 中 林 の 消 長 を 左 右 ( 執 筆 新 聞 河 北 新 報 朝 于 山
( 1 9 9 9 . 9 . 6 )
1 0 . プ リ ズ ム ⑦ 磯 焼 け の 持 続 ウ ニ が サ ン ゴ モ 守 る ( 執 筆 新 聞 河 北 新 報 朝
刊 ) ( 1 9 9 9 . 9 . 2 0 )
Ⅱ . プ リ ズ ム ⑧ 食 わ れ な い 海 藻 化 学 的 物 質 出 し 防 御 ( 執 筆 新 聞 河 北 新 報
朝 刊 X 1 9 9 9 . 9 . 2 7 )
1 2 . プ リ ズ ム ⑨ ポ リ フ ェ ノ ー ル 海 中 林 の 那 方 御 物 質 」 ( 執 筆 新 聞 河 北 新 報
朝 干 1 」 ) ( 1 9 9 9 . 1 0 . 4 )
13.プリズム⑩海中林の維持明るい林床で後継群(執筆新聞河北新報朝
干ID (1999.10.11)
14.プリズム⑪岩礁生態系の遷移種間関係全体の変動(執筆新聞河北新
報朝刊)(1999.10.18)
15.プリズム⑫磯焼けの克服海巾林の造成が成果律大筆新聞河北新報朝
『D 住999.10.25)
16.プリズム⑬食べよう海藻毎日3 グラムで健康維持(執築新聞河北新
報朝干ID (1999.11.1)
17.環境守る沿岸漁業(執筆新聞河北新報)(2002)
18.何故,海にもマリモが.(出演テレビミヤギテレビ)(2003)
19.海の中から陸をみる(執筆判鋸志 Sy]van)(2004)
20.宇宙から見る故郷(企画協力新開朝日新開X2005)
21.日高の環境宇宙から見る(出演・企画恊力新開読売新聞X2005)
22.宇宙から見たΠ高地方の環境(出演・企画協力新聞紀州新聞X2005)
21
23.衛星画像で三尾湾鮮明紺ゼ寅・企画協力新聞朝日新聞)(2005)
24.海の環境変化学ぶ(出演・企画協力新聞読売利沸鋤(2005)
25.環境とりモートセンシング(出演・企画協力新聞紀州辛邪扮(2005)
26.宇宙から見た地球に興味津々(出演・企画協力新開日高新報)(2005)
27.水産学会シンポジウムの紹介(出演・企画協カテレビ東日本放送)
(2005)
28.温暖化傾向下の東北・北海道の海ど魚業(出演・企画協カテレビ札幌テ
レビX2005)
29.シンポ H品暖化傾向下の束北・北海道の海ど魚業」(執筆新聞水産新聞)
(2005)
2 2
3 0 . シ ン ポ  H 品 暖 化 傾 向 下 の 東 北 ・ 北 海 道 の 海 ど 魚 業 」 ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ ビ
N H K ) ( 2 0 0 5 )
3 1 . 海 藻 生 育 環 境 学 ぶ ~ 本 吉 町 大 谷 中 学 校 谷 口 教 授 ( 東 北 大 学 ) 迎 え ( 出 演 ・ 企
画 協 力 新 聞 三 陸 新 報 ) ( 2 0 0 6 )
3 2 ' あ あ 松 島 や 温 暖 化 じ わ り ~ 東 北 大 院 生 ら 研 究 , 海 藻 の 種 類 激 変 , 暖 流 系 増 加
( 出 演 ・ 執 筆 新 聞 朝 日 新 聞 X 2 0 0 6 )
3 3 . ク ロ ー ズ ア ッ プ 東 北 「 磯 焼 け ' 海 の 砂 漠 化 を 防 げ 」 ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ
ビ  N H K ) ( 2 0 0 6 )
3 4 . 磯 焼 け 防 ぎ 豊 か な 海 へ ( 出 演 ・ 企 画 協 力 新 聞 河 北 新 幸 脚 ( 2 0 0 7 )
3 5 . 海 中 林 造 成 を 提 案 ( 出 演 ・ 企 画 協 力 新 開 三 陸 新 報 ) ( 2 0 0 7 )
3 6 . ち ょ っ と 変 だ ぞ 日 本 の 自 然 , 大 発 生 ス ペ シ ャ ル ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ ビ
N H K 総 合 テ レ ビ X 2 0 0 7 )
3 7 . 本 吉 町 大 谷 中 教 授 と 海 藻 調 査 ( 出 演 ' 企 画 協 力 新 開 三 陸 新 幸 R ) ( 2 0 0 7 )
3 8 . ト ヨ タ  E C 0  ス ペ シ ャ ル 「 天 空 か ら 深 海 へ ! 地 球 大 紀 行  1 ! 海 の 惑 星 そ の 危
機 と 未 来 を 追 う 」 ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ ビ 中 京 テ レ ビ 田 本 テ レ ビ X 2 0 0 7 )
3 9 .  N H K  ネ ッ ト ワ ー ク 5 4  ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ ビ  N H K ) ( 2 0 0 7 )
4 0 . 磯 焼 け 対 策 勉 強 か ら , 本 吉 大 谷 中 生 地 元 で 海 藻 調 査 , 東 北 大 院 教 授 と 再 生
計 画 ( 出 演 ・ 企 画 協 力 新 聞 河 北 新 報 X 2 0 0 7 )
4 1 . 「 磯 焼 け 」 の 実 態 は 本 吉 大 谷 中 海 藻 再 生 に も 挑 戦 ( 出 演 ・ 企 画 恊 力 新
聞 り ア ス の 風 ) ( 2 0 0 7 )
4 2 . 東 北 大 学 1 0 0 年 物 語 「 磯 や け の 謎 を さ ぐ る 」 ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ ビ 仙 台
放 送 X 2 0 0 7 )
4 3 . 磯 焼 け 学 習 ス タ ー ト 本 吉 町 大 谷 中 谷 口 教 授 ( 東 北 大 ) が ア ド バ イ ス ( 出
演 ・ 企 画 協 力 新 聞 三 陸 新 報 ) ( 2 0 0 7 )
" . 報 道 室 レ ポ ー ト 「 宝 の 磯 が 消 え た 」 ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ ビ  N H K ) ( 2 0 0 7 )
4 5 . ク ロ ー ズ ア ッ プ 現 代 「 海 が 枯 れ る 」 ( 出 演 ・ 企 画 協 カ テ レ ビ  N H K ) ( 2 0 0 8 )
46.海藻消えた「黄士色の海」(出演・企画協力新聞朝日新聞X2008)
47.有機肥料で海藻増やせ(出演・企画協力新開北海道新聞X2008)
48.温暖化?藻場崩壊(出演・企画協力新聞朝日新聞)(2008)
四.宮城県・東北大など産学官養殖現場の品質管理(企画協力新聞日本経済
新聞X2008)
50.奨励賞に大谷中(企画協力新聞三陸新報)(2008)
51.「磯焼け」進行中海を取り戻すために(出演テレビ仙台放送X2008)
52.忍び寄る温暖化の影消えた海中林(出演テレビ東日本放送X2008)
23

